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豊田市郷土資料館 新博物館ＰＲプロジェクト活動中 !!豊田市郷土資料館 新博物館ＰＲプロジェクト活動中 !!

①なぜ新しい博物館が必要
なのか ②どのような博物館を目指すのか

火種がついたら
息を吹きかけますが……

くしゃみで火種が
吹き飛んでしまいました。

体験する

まなぶ

馬場瀬古墳出土須恵器の
レクチャーを行いました。

研究する

川の石を砕いて
鑑定を行いました。

参加する

たくさんの
アイデア鯉のぼりが
集まりました。
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体験する 本物の縄文土器に
触れていただきました。

あそぶ 火縄銃射的はお子様に
大人気でした。

つながる

であう

？？？

あそぶ

体験するまなぶ

参加する交流する

くつろぐ研究する
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重要文化財旧鈴木家住宅修理現場からの報告①宅修理現場からの報告①

～旦過寮のナゾ～

写真　旧鈴木家住宅　旦過寮外観

写真　旧鈴木家住宅　井戸屋形襖（右下）
取り出された古文書（左上）
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平成30年度　特別展準備レポート②

カゴを均等に並べていきます。

太い丸太（ドウギ）を並べていきます。

タナスを並べていく様子

タナスを一目一目編んでいきます。

重機でセイタを持ち上げ、ヤナに取り付
けます。

セイタの上にお供え物を置き、祈願します。

※前号（101 号）にて、矢作川本流で架設されているヤナ
の場所の一つを「下川口」と表記しましたが、正しくは「上
川口」でした。お詫びして訂正いたします。
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勘八峡へ墜ちてきた全日空機

（背景）JA8202 墜落地点を示す木標
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　斧はオノ、ヨキと読みヨキは「与岐」とも書かれます。

鉞はマサカリと読み、幅の広い斧をいいます。斧には

木を伐るなど、木材を木目と垂直に切るための伐採用

の斧（キリヨキ）、薪割りなど木材の木目方向に分割す

るための薪割り斧（ワリヨキ）があり、昔話に登場する

金太郎が担いでいる刃幅が広いマサカリは刃広（ハビ

ロ）とかタヅキなどと呼ばれ、削り作業に使われる道

具です。

いところです。諸説のいくつかをあげてみましょう。

［諸説－1］

摩擦の軽減や脂抜きという機能上の理由。

［諸説－2］

「身（三）を避（四）ける」といった魔除け説。

［諸説－3］

 三本の方を「ミキ」と言い、お神酒のこと。四本の方

を「ヨキ」といい、ヨキは「地水火風」の四大をさし、

四方山の山海の珍味をあらわす。筋の刻まれた道具を

木を伐る前に、その木に持たせ掛けて「これから木を

伐らしてもらいます」といって拝む。本来ならお神酒

や五穀をお供えするのですが山中のことゆえ「ミキ」

と「ヨキ」で代用した。

鉞に刻まれた筋

　　

斧と鉞斧と鉞
刻み込まれた七本の筋とは

ヨキとマサカリ

【キリヨキ】木の繊維を切断できるよう、刃は薄く鋭い。
　　　　　  W41  H251  D（刃幅）80  柄長 912

【ワリヨキ】刃は分厚くて重たく、くさびに近い形状。
                       W39  H207  D（刃幅）65  柄長 915

　

　収蔵品の多くの斧や鉞には、振り下ろした状態で左

の面に三本、右の面に四本の鏨で刻まれた筋がありま

す。この筋のことを「七つ目」「流し目」「脂ぬき」「稲

妻」などと呼びますが、なぜこのような仕様になったの

か、その理由については様々な伝承があり大変興味深

【ハビロヨキ】W38  H90  D（刃幅）223  柄長 968

はつ

たがね

やに

左側にある三本の筋。

右側にある四本の筋。 は足助の広瀬鍛冶の陰刻。

　豊田市内での収蔵品の中の多くには、左側の三本の

筋の仕様に特徴があり上掲の写真のように単なる三本

の筋ではなく真ん中の筋は矢印のように見えるなど、

三本の筋側になんらかの筋が加えられたものが見受け

られるということ。これは、七は条件充足の聖数であ

るので、神聖を伴い汚れの中に置くことの不注意や道

具を紛失した際、祟りを呼ぶかもしれないといった恐

れのため、三筋側の一本にさらなる筋を加え聖数の条

件を敢えて不完全なものにしたものであると言われて

います。

      　　　江戸時代に流行した判じ物文様に、「良き こ

　　　　と  聞く」があります。斧と琴と万寿菊を添え

　　　　て、「良い事が耳に入りますように」との意で

　　　　す。この絵の斧は鉞のような形をしています。

　　　　　　　　　　（東海民具学会　岡本大三郎）

よもやま

たた
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●豊田市郷土資料館だより　No.102
　平成 30 年 9月 18 日発行
　 編集・発行　豊田市郷土資料館
　　　　　　　〒471- 0079 豊田市陣中町１-21-2
                     　 TEL . 0565-32-6561  FAX. 0565-34-0095
                          E -mail ● rekihaku@city.toyota.aichi.jp
                          URL● http : //www.toyota-rekihaku.com

　※豊田市郷土資料館だよりは、HPでもご覧いただけます。

■豊田市郷土資料館利用案内■　
　 開館時間　午前９時～午後 5時
    休 館 日　毎週月曜日（祝祭日は開館）
　入 館 料　無料（特別展開催中は有料）
　交通案内　名鉄「梅坪駅」より南へ　徒歩 10 分
　　　　　　名鉄「豊田市駅」より北へ　徒歩 15 分
　　　　　　愛知環状線「新豊田駅」より　徒歩 15 分
　　　　　　とよたおいでんバス「陣中町一丁目」より西へ　徒歩５分
  　駐 車 場　約 20 台
　

FB●http: //facebook.com/toyotarekihaku■f

伊勢湾台風（昭和 34年）の記憶　小坂町　当時３歳

　まだ、幼児だったので、はっきりとは覚えていません

が、雨戸に板を釘づけして家に閉じこもっていました。

次の日だったか、庭に出たら物置小屋が無くなっており、

仕舞ってあった鯉幟
のぼり

も無くなってしまったのが、一番残

念な思い出です。

　伊勢湾台風は風がとても強く、家族で雨戸を押えてい

たという話をよく聞きました。市内でも多くの家屋が倒

壊し、挙母神社の大木も倒れました。

四七・七災害（昭和 47年）の記憶　

トヨタ町　当時 26歳

　当日は、トヨタの旧本館で残業をしていました。降り

続いていた雨は、夜になると一段と強くなりました。旧

本館の裏手は低くなっており、そこに停まっていた車数

台が浮かんで流されていくのを見ました。「車って簡単

に水に浮くんだ」と感心（？）しました。当日は、通勤

のカローラを新婚の同僚に貸し、私は会社の会議室泊で

した。

　昭和 47 年 7月の集中豪雨は、小原・藤岡地区に山崩

れなどの大きな被害をもたらし、市の中心部でも多くの

家屋が浸水しました。

　山崩れ、河川の洪水、低地の浸水は、江戸時代から現

代まで繰り返し起きています。自分の住んでいる地域に

どのような災害の危険があるか知り、避難経路などを確

認しておくことが大切です。

投稿いただいた経験談の掲示

会場の様子


